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（改定後）令和 6 年 10 月版一部改定 （旧）令和６年 10 月版 備考 
Ⅰ 土木工事共通仕様書（本文） 
第１編 共通編 
第２章 材料 

Ⅰ 土木工事共通仕様書（本文） 
第１編 共通編 
第２章 材料 

 

１－２－11－４ 種子帯 
１．種子帯は 10 ㎝及び 15 ㎝を標準とする。種子帯に使用する種子、肥料の標準使

用量は、表２－37 によるものとし、内容証明書を提出したのち使用すること。 

 

表２－37 １ｍ当たり使用量 

帯 幅 種子粒数 
肥料成分

量 
摘        要 

10cm 2100粒以上 ３ｇ以上 主体草種は最低３種とする。肥料成分量

は、肥料に含まれる成分「窒素」・「リ

ン酸」・「カリウム」の合計量とする 15cm 2500粒以上 
1.2ｇ以

上 

 

２．（略） 

３．主体草種は下記の中から３種以上を使用する。 

(1) トールフェスク 

(2) クリーピングレッドフェスク 

(3) ケンタッキーブルーグラス 

(4) レッドトップ  

(5) ホワイトクローバー 

(6) その他のフェスク類 

 

１－２－11－４ 種子帯 
１．種子帯は 10 ㎝及び 15 ㎝を標準とする。種子帯に使用する種子、肥料の標準使

用量は、表２－37 によるものとし、内容証明書を提出したのち使用すること。 

 

表２－37 １ｍ当たり使用量 

帯 幅 種子粒数 
肥料成分

量 
摘        要 

10cm 2100粒以上 ３ｇ以上 主体草種は最低３種とする。肥料は高度

化成肥料（成分Ｎ・Ｐ・Ｋ合計が30％程

度）とする。 15cm 2500粒以上 ４ｇ以上 

 

２．（略） 

３．主体草種は下記の中から３種以上を使用する。 

(1) トールフェスク 

(2) クリーピングレッドフェスク 

(3) ケンタッキーブルーグラス 

(4) レッドトップ  

(5) ホワイトクローバー 

(6) その他のフェスク類 

 

 
諸基準類の改定に伴う変更 
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（改定後）令和 6 年 10 月版一部改定 （旧）令和６年 10 月版 備考 
１－２－11－５ 植生マット・植生シート・人工張芝 

１．植生マット・植生シート・人工張芝 

植生マット・植生シート・人工張芝はネット（化学繊維・植物繊維）、わらな

どで製作した幅 50 ㎝以上で地盤によくなじむものでなければならない。植生マ

ットは、種子や肥料を付けたシート・不織布にネット（化学繊維・植生繊維）を

被せ、肥料袋・基材袋を装着したものとする。植生シート・人工張芝は種子や肥

料を装着したシート・不織布にネット（化学繊維・植生繊維）、わらを被せたも

のとする。植生マット・植生シート・人工張芝に使用する種子、肥料の標準使用

量は表２－38によるものとし、内容証明書を提出したのち使用すること。 

 

表２－38 １㎡当り使用量 

種別 種子粒数 肥料量 摘 要 

植生マット 

10000粒以上 

30ｇ以上 
主体草種は最低下記の３種とす

る。肥料成分量は、肥料に含まれ

る成分「窒素」「リン酸」「カリ

ウム」の合計量とする。 

植生シート 

人口張芝 
12ｇ以上 

ワラ付人工芝については、ワラ見付量は１ｍ２当たり 280ｇ以上とする。 

 

２．止め具類 

植生マット・植生シート・人工張芝の固定に使用する止め具類は、それぞれに

適応するものを使用する。なお、芝ぐしは亜鉛引鉄線 1.6 ㎜以上、長さ 20 ㎝以

上に切りＵ型等に曲げて使用する。止め釘は、L=150mm を標準とする。 

３．張付け 

植生マットの張付けは種子を装着した面を下にし、法面に十分密着させ、それ

ぞれに対応した止め具で行う。マット相互の合端は種子の装着されている面で突

き合せとする。 

４．（略）  

５．主体草種は下記の中から３種以上を使用する。 

(1) トールフェスク 

(2) クリーピングレッドフェスク 

(3) ケンタッキーブルーグラス 

(4) レッドトップ  

(5) ホワイトクローバー 

(6) その他のフェスク類 

 

１－２－11－５ 植生マット・植生シート・人工張芝 
１．植生マット・植生シート・人工張芝 

植生マット・植生シート・人工張芝は布、わらなどで製作した幅 50 ㎝以上で地

盤によくなじむものでなければならない。植生マットは、種子や肥料を付けたシ

ート・不織布にネット（化学繊維・植生繊維）を被せ、肥料袋・基材袋を装着し

たものとする。植生シート・人工張芝は種子や肥料を装着したシート・不織布に

ネット（化学繊維・植生繊維）、わらを被せたものとする。植生マット・植生シ

ート・人工張芝に使用する種子、肥料の標準使用量は表２－38 によるものとし、

内容証明書を提出したのち使用すること。 

 

表２－38 １㎡当り使用量 

種別 種子粒数 肥料量 摘 要 

植生マット 

15000粒以上 

40ｇ以上 
主体草種は最低下記の３種とす

る。肥料は高度化成肥料（成分

Ｎ・Ｐ・Ｋ合計が30％程度）とす

る。 

植生シート 

人口張芝 
12ｇ以上 

ワラ付人工芝については、ワラ見付量は１ｍ２当たり 300ｇ以上とする。 

 

２．芝ぐし 

植生マット・植生シート・人工張芝の固定に使用する止め具類は、それぞれに

適応するものを使用する。なお、芝ぐしは亜鉛引鉄線 1.6 ㎜以上、長さ 20 ㎝以

上に切りＵ型等に曲げて使用する。止め釘は、L=150mm を標準とする。 

３．張付け 

植生マットの張付けは種子を装着した面を下にし、法面に十分密着させ、芝く

しは１㎡当たり６本以上使用するものとし、マット相互の合端は種子の装着され

ている面で突き合せとする。 

４．（略） 

５．主体草種は下記の中から３種以上を使用する。 

(1) トールフェスク 

(2) クリーピングレッドフェスク 

(3) ケンタッキーブルーグラス 

(4) レッドトップ  

(5) ホワイトクローバー 

(6) その他のフェスク類 

 

 
諸基準類の改定に伴う変更 
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（改定後）令和 6 年 10 月版一部改定 （旧）令和６年 10 月版 備考 
Ⅰ 土木工事共通仕様書（本文） 
第１編 共通編 
第２章 材料 

Ⅰ 土木工事共通仕様書（本文） 
第１編 共通編 
第２章 材料 

 

１－２－11－６ 植生土のう 
土のう袋として植物の発芽生育に支障のない編目のものとし、少なくとも１年

間は破損しない材質のものを用いる。種子、肥料の標準使用量は、表２－39 によ

るものとし、内容証明書を提出したのち使用すること。 

 

表２－39 １袋当り使用量 

種子粒数 肥料量 摘        要 

片面当たり 

3000粒以上 

１袋当たり 

6ｇ以上 

主体草種は最低３種とする。肥料成分量は、肥料

に含まれる成分「窒素」・「リン酸」・「カリウ

ム」の合計量とする。 
 

１－２－11－６ 植生土のう 
土のう袋として植物の発芽生育に支障のない編目のものとし、少なくとも１年

間は破損しない材質のものを用いる。種子、肥料の標準使用量は、表２－39 によ

るものとし、内容証明書を提出したのち使用すること。 

 

表２－39 １袋当り使用量 

種子粒数 肥料量 摘        要 

片面当たり 

3600粒以上 

１袋当たり 

28ｇ以上 

主体草種は最低３種とする。肥料は高度化成肥料 

（成分Ｎ・Ｐ・Ｋ合計が30％程度）とする。 
 

 
諸基準類の改定に伴う変更 

 

１－２－11－15 植生基材吹付工（有機質系） 
１．～２．（略） 

表２－46～表２－48（略） 

３．～４．（略） 

表２－49（略） 

 

表2-50 ピートモスの基準値 

項  目 単 位 基準値 摘   要 

有機物含有量 ％ ※ 70以上  

塩基置換容量（ＣＥＣ） me/ℓ ※ 100以上  

ＰＨ ― 3.5～7.0 Ｈ2Ｏ法による 

※成分は乾物当たり。 

 

表２－51（略） 

 

 

１－２－11－15 植生基材吹付工（有機質系） 
１．～２．（略） 

表２－46～表２－48（略） 

３．～４．（略） 

表２－49（略） 

 

表2-50 ピートモスの基準値 

項  目 単 位 基準値 摘   要 

有機物含有量 ％ ※ 70以上  

塩基置換容量（ＣＥＣ） me/ℓ ※ 130以上  

ＰＨ ― 3.5～7.0 Ｈ2Ｏ法による 

※成分は乾物当たり。 

 

表２－51（略） 

 

 

 
諸基準類の改定に伴う変更 
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（改定後）令和 6 年 10 月版一部改定 （旧）令和６年 10 月版 備考 
Ⅰ 土木工事共通仕様書（本文） 
第１編 共通編 
第３章 一般施工 

Ⅰ 土木工事共通仕様書（本文） 
第１編 共通編 
第３章 一般施工 

 

１－３－３－３ 作業土工（床掘り・埋戻し） 
１.～８.（略） 

９．受注者は、埋戻しに当たり、埋戻し箇所の残材、廃物、木くず等を撤去し、一層

の仕上り厚を原則として路体部では 30 ㎝以下を基本、路床部では 20 ㎝以下とし

埋戻さなければならない。 

10.～15．（略） 

 

１－３－３－３ 作業土工（床掘り・埋戻し） 
１.～８.（略） 

９．受注者は、埋戻しに当たり、埋戻し箇所の残材、廃物、木くず等を撤去し、一層

の仕上り厚を原則として路体部では 30 ㎝以下を基本、路床部では 20 ㎝以下とし

埋戻さなければならない。 

10.～15．（略） 

 

 
 

埋戻し厚の明確化 

 

１－３－３－７ 植生工 
１.～19.（略） 

20．受注者は、植生シート・マット類の施工に当たり、以下の各号の規定によらな

ければならない。 

(1) 受注者は、植生シート・マット工を施工する前に、法面の土質・土壌試験を行

い、その結果を工事監督員に提出した後、着手するものとする。 

(2) 施工時期について、工事監督員に報告又は協議するものとする。 

(3) 受注者は、シート・マット類の境界に隙間が生じないようにしなければならな

い。 

(4) 受注者は、シート・マット類の自重によってシート・マット類に破損が生じな

いように取付けなければならない。 

(5) 受注者は、シート・マット類の法面への固定に際して各資材に適応した固定具

（アンカーピン・止め釘など）を用いるものとする。ただし、標準の固定具で確

実な固定が図れない可能性がある場合、固定具の変更を工事監督員と協議するこ

と。 

(6) 植生シート・マット工の施工後、工事完成引渡しまでに発芽不良または枯死し

た場合は、受注者はその原因を調査し、工事監督員に報告しなければならない。 

21.～26．（略） 

 

１－３－３－７ 植生工 
１.～19.（略） 

20．受注者は、植生シート・マット類の施工に当たり、以下の各号の規定によらな

ければならない。 

(1) 受注者は、植生シート・マット工を施工する前に、法面の土質・土壌試験を行

い、その結果を工事監督員に提出した後、着手するものとする。 

(2) 施工時期について、工事監督員に報告又は協議するものとする。 

(1) 受注者は、シート・マット類の境界に隙間が生じないようにしなければならな

い。 

(2) 受注者は、シート・マット類の自重によってシート・マット類に破損が生じな

いように取付けなければならない。 

(5) 受注者は、シート・マット類の法面への固定に際して各資材に適応した固定具

（アンカーピン・止め釘など）を用いるものとする。ただし、標準の固定具で確

実な固定が図れない可能性がある場合、固定具の変更を工事監督員と協議するこ

と。 

(6) 植生シート・マット工の施工後、工事完成引渡しまでに発芽不良または枯死し

た場合は、受注者はその原因を調査し、工事監督員に報告しなければならない 

21.～26．（略） 

 

 
諸基準類の改定に伴う変更 
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（改定後）令和 6 年 10 月版一部改定 （旧）令和６年 10 月版 備考 
表３－３ 植生工法適応条件表（1/2）                                  別紙－１ 

植生工法 

条件 

生  芝 腐植酸種子 

散布工 

有機材種子 

散布工 

植生基材吹付工 

（土砂系）t=3㎝ 

 

適 用 土 質 

 

地盤材料の工学的分

類法(JGS 0051-2020)

の中分類名称{中分類

記号}または(小分類

記号)による 

 
 
 
 
 
 
 
細粒分まじりれき
{GF} 
 
砂(細粒分5～15％の
S-F・S-FG) 注)1 
 
れき質砂(細粒分5～
15％のSG-F) 
 
細粒分まじり砂{SF} 
 
シルト{M} 
 
粘性土{C} 
 
有機質土{O} 
 
火山灰質粘性土{V} 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
細粒分まじり砂{SF} 
 
シルト{M} 
 
粘性土{C} 
 
有機質土{O} 
 
火山灰質粘性土{V} 

 
 
 
 
 
 
 
細粒分まじりれき
{GF} 
 
 
 
 
 
 
 
細粒分まじり砂{SF} 
 
シルト{M} 
 
粘性土{C} 
 
有機質土{O} 
 
火山灰質粘性土{V} 

れき(中れき(粒径19
㎜)以下かつ細粒分5
～15％のG-F・G-FS) 
 
砂れき(細粒分5～
15％のGS-F) 
 
細粒分まじりれき
{GF} 
 
 
 
 
れき質砂(細粒分5～
15％のSG-F) 
 
細粒分まじり砂{SF} 
 
シルト{M} 
 
粘性土{C} 
 
有機質土{O} 
 
火山灰質粘性土{V} 

表層れき含有量 

注)2 
0％～80％ 0％～20％ 0％～30％ 0％～30％ 

土壌硬度 10㎜～27㎜未満 10㎜～23㎜未満 10㎜～23㎜未満 10㎜～27㎜未満 

勾配 1.0 割以上 1.2 割以上 1.0 割以上 1.0 割以上 

法面垂直高 － 30ｍ以下 30ｍ以下 80ｍ以下 

有機含有量 － 3％以上 3％未満 － 

土壌酸度（PH） 
4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

リン酸吸収力 

㎎／土砂100㎎ 
1,700以下 1,700以下 1,700以下 － 

吹付用ホース延長 

注)5・6 
－ 0～200ｍ 0～120ｍ 0～80ｍ 

施工適期 注)7 

施工完了時期が日平
均気温－５℃以上ま
でとする。ただし、
凍結している法面へ
の施工は行わないこ
ととする。 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

注）１．土質分類の細粒分とは、0.075mm ふるいを通過する細粒土（シルト、粘土、コロイド）の量をいう。 

２．表層れき含有量のれきとは、2mm 以上 75mm 以下の粗粒土（細れき、中れき、粗れき）をいう。 

３．適用可能な工法のうち経済的な工法を標準とする。 

４．現地調査の結果、当初選定した工法が本表の条件に合わない場合は、工法について設計変更し、必要に応

じて各事業の設計要領や技術指針等により対策を別途考慮すること。 

５．各植生工法の吹付用ホース延長について、記載基準を超える場合は、別途協議する。 

５．植生工法の判定後に、「吹付用ホース延長を除く適応条件」は植生基材吹付工（土砂系）の基準を満たす

が、「吹付用ホース延長の適応条件」の基準により選択不可となる場合、同等厚の植生基材吹付工（有機質

系）を選択するものとする。 

６．各植生工法の吹付用ホース延長について、記載基準を超える場合は、別途協議する。 

７．施工時期を求めるには近隣地区の気象データ（平均値）と現地の外気温を比較考慮し、行うこと。 

８．植生製品を使用する場合は、別紙－２「植生製品適用条件表」を参照のうえ、個々の製品の品質と現場の

土質、土壌に適応することを確認し使用すること。 

８．人工芝を使用する際の施工適期は、施工完了後、日平均気温５℃以上が 60 日間確保されると予想される

時期までとする。 

表３－３ 植生工法適応条件表（1/2）                                  別紙－１ 

植生工法 

条件 

生  芝 腐植酸種子 

散布工 

有機材種子 

散布工 

植生基材吹付工 

（土砂系）t=3㎝ 

 

適 用 土 質 

 

地盤材料の工学的分

類法(JGS 0051-2020)

の中分類名称{中分類

記号}または(小分類

記号)による 

 
 
 
 
 
 
 
細粒分まじりれき
{GF} 
 
砂(細粒分5～15％の
S-F・S-FG) 注)1 
 
れき質砂(細粒分5～
15％のSG-F) 
 
細粒分まじり砂{SF} 
 
シルト{M} 
 
粘性土{C} 
 
有機質土{O} 
 
火山灰質粘性土{V} 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
細粒分まじり砂{SF} 
 
シルト{M} 
 
粘性土{C} 
 
有機質土{O} 
 
火山灰質粘性土{V} 

 
 
 
 
 
 
 
細粒分まじりれき
{GF} 
 
 
 
 
 
 
 
細粒分まじり砂{SF} 
 
シルト{M} 
 
粘性土{C} 
 
有機質土{O} 
 
火山灰質粘性土{V} 

れき(中れき(粒径19
㎜)以下かつ細粒分5
～15％のG-F・G-FS) 
 
砂れき(細粒分5～
15％のGS-F) 
 
細粒分まじりれき
{GF} 
 
 
 
 
れき質砂(細粒分5～
15％のSG-F) 
 
細粒分まじり砂{SF} 
 
シルト{M} 
 
粘性土{C} 
 
有機質土{O} 
 
火山灰質粘性土{V} 

表層れき含有量 

注)2 
0％～80％ 0％～20％ 0％～30％ 0％～30％ 

土壌硬度 10㎜～27㎜未満 10㎜～23㎜未満 10㎜～23㎜未満 10㎜～27㎜未満 

勾配 1.0 割以上 1.2 割以上 1.0 割以上 1.0 割以上 

法面垂直高 － 30ｍ以下 30ｍ以下 80ｍ以下 

有機含有量 － 3％以上 3％未満 － 

土壌酸度（PH） 
4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

リン酸吸収力 

㎎／土砂100㎎ 
1,700以下 1,700以下 1,700以下 － 

吹付用ホース延長 

注)5・6 
－ 0～200ｍ 0～120ｍ 0～80ｍ 

施工適期 注)7 

施工完了時期が日平
均気温－５℃以上ま
でとする。ただし、
凍結している法面へ
の施工は行わないこ
ととする。 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

注）１．土質分類の細粒分とは、0.075mm ふるいを通過する細粒土（シルト、粘土、コロイド）の量をいう。 

２．表層れき含有量のれきとは、2mm 以上 75mm 以下の粗粒土（細れき、中れき、粗れき）をいう。 

３．適用可能な工法のうち経済的な工法を標準とする。 

４．現地調査の結果、当初選定した工法が本表の条件に合わない場合は、工法について設計変更し、必要に応

じて各事業の設計要領や技術指針等により対策を別途考慮すること。 

５．土壌酸度が適応条件から外れる場合には、土壌酸度矯正のための補助工法を別途考慮すること。 

６．各植生工法の吹付用ホース延長について、記載基準を超える場合は、別途協議する。 

６．施工時期を求めるには近隣地区の気象データ（平均値）と現地の外気温を比較考慮し、行うこと。 

７．人工芝を使用する場合は、別紙－２「植生製品適用条件表」を参照のうえ、個々の製品の品質と現場の土

質、土壌に適応することを確認し使用すること。 

８．人工芝を使用する際の施工適期は、施工完了後、日平均気温５℃以上が 60 日間確保されると予想される

時期までとする。 

９．植生工法の判定後に、「吹付用ホース延長を除く適応条件」は植生基材吹付工（土砂系）の基準を満たす

が、「吹付用ホース延長の適応条件」の基準により選択不可となる場合、同等厚の植生基材吹付工（有機質

系）を選択するものとする。 

 
諸基準類の改定に伴う変更 
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（改定後）令和 6 年 10 月版一部改定 （旧）令和６年 10 月版 備考 
表３－３ 植生工法適応条件表（2/2）                                  別紙－１ 

植生工法 

条件 

植生基材吹付工 

（土砂系）t=5㎝ 

植生基材吹付工 

(有機質系)t=3㎝ 

植生基材吹付工 

(有機質系)t=5㎝ 

植生基材吹付工 

(有機質系)t=8㎝ 

 

適 用 土 質 

 

地盤材料の工学的分

類法(JGS 0051-2020)

の中分類名称{中分類

記号}または(小分類

記号)による 

 
 
 
 
 
 
 
 
れき{G} 
 
砂れき{GS} 
 
細粒分まじりれき{G
F} 

 
砂{S} 
 
れき質砂{SG} 
 
細粒分まじり砂{SF} 
 
シルト{M} 
 
粘性土{C} 
 
有機質土{O} 
 
火山灰質粘性土{V} 

軟岩（Ⅰ） 
 
 
強風化・き裂面風化 
 
クラック間隔 
５㎝未満 
 
れき{G} 
 
 
 
 
 

軟岩（Ⅰ・Ⅱ） 
 
 
き裂面風化 
 
クラック間隔 
５㎝～１５㎝未満 
 
 
 
 

軟岩（Ⅱ）・中硬
岩・硬岩 
 
き裂面風化 
 
クラック間隔 
１５㎝～５０㎝未満 
 
 
 

表層れき含有量 

注)2 
0％～50％ － － － 

土壌硬度 10㎜～30㎜未満 30㎜以上 30㎜以上 30㎜以上 

勾配 1.0 割以上 1.0 割以上 0.8 割以上 0.8 割以上 

法面垂直高 80ｍ以下 80ｍ以下 80ｍ以下 80ｍ以下 

有機含有量 － － － － 

土壌酸度（PH） 
4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

リン酸吸収力 

㎎／土砂100㎎ 
－ － － － 

吹付用ホース延長 

注)5・6 
0～80ｍ 0～200ｍ 0～200ｍ 0～200ｍ 

施工適期 注)7 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

注）１．土質分類の細粒分とは、0.075mm ふるいを通過する細粒土（シルト、粘土、コロイド）の量をいう。 

２．表層れき含有量のれきとは、2mm 以上 75mm 以下の粗粒土（細れき、中れき、粗れき）をいう。 

３．適用可能な工法のうち経済的な工法を標準とする。 

４．現地調査の結果、当初選定した工法が本表の条件に合わない場合は、工法について設計変更し、必要に応

じて各事業の設計要領や技術指針等により対策を別途考慮すること。 

５．各植生工法の吹付用ホース延長について、記載基準を超える場合は、別途協議する。 

５．植生工法の判定後に、「吹付用ホース延長を除く適応条件」は植生基材吹付工（土砂系）の基準を満たす

が、「吹付用ホース延長の適応条件」の基準により選択不可となる場合、同等厚の植生基材吹付工（有機質

系）を選択するものとする。 

６．各植生工法の吹付用ホース延長について、記載基準を超える場合は、別途協議する。 

７．施工時期を求めるには近隣地区の気象データ（平均値）と現地の外気温を比較考慮し、行うこと。 

８．植生製品を使用する場合は、別紙－２「植生製品適用条件表」を参照のうえ、個々の製品の品質と現場の

土質、土壌に適応することを確認し使用すること。 

８．人工芝を使用する際の施工適期は、施工完了後、日平均気温５℃以上が 60 日間確保されると予想され

る時期までとする。 

表３－３ 植生工法適応条件表（2/2）                                  別紙－１ 

植生工法 

条件 

植生基材吹付工 

（土砂系）t=5㎝ 

植生基材吹付工 

(有機質系)t=3㎝ 

植生基材吹付工 

(有機質系)t=5㎝ 

植生基材吹付工 

(有機質系)t=8㎝ 

 

適 用 土 質 

 

地盤材料の工学的分

類法(JGS 0051-2020)

の中分類名称{中分類

記号}または(小分類

記号)による 

 
 
 
 
 
 
 
 
れき{G} 
 
砂れき{GS} 
 
細粒分まじりれき{G
F} 

 
砂{S} 
 
れき質砂{SG} 
 
細粒分まじり砂{SF} 
 
シルト{M} 
 
粘性土{C} 
 
有機質土{O} 
 
火山灰質粘性土{V} 

軟岩（Ⅰ） 
 
 
強風化・き裂面風化 
 
クラック間隔 
５㎝未満 
 
れき{G} 
 
 
 
 
 

軟岩（Ⅰ・Ⅱ） 
 
 
き裂面風化 
 
クラック間隔 
５㎝～１５㎝未満 
 
 
 
 

軟岩（Ⅱ）・中硬
岩・硬岩 
 
き裂面風化 
 
クラック間隔 
１５㎝～５０㎝未満 
 
 
 

表層れき含有量 

注)2 
0％～50％ － － － 

土壌硬度 10㎜～30㎜未満 30㎜以上 30㎜以上 30㎜以上 

勾配 1.0 割以上 1.0 割以上 0.8 割以上 0.8 割以上 

法面垂直高 80ｍ以下 80ｍ以下 80ｍ以下 80ｍ以下 

有機含有量 － － － － 

土壌酸度（PH） 
4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（KcL） 
4.5～7.0（H2O） 

リン酸吸収力 

㎎／土砂100㎎ 
－ － － － 

吹付用ホース延長 

注)5・6 
0～80ｍ 0～200ｍ 0～200ｍ 0～200ｍ 

施工適期 注)7 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

施工完了後、日平均
気温5℃以上が60日
間確保されると予想
される時まで。 

注）１．土質分類の細粒分とは、0.075mm ふるいを通過する細粒土（シルト、粘土、コロイド）の量をいう。 

２．表層れき含有量のれきとは、2mm 以上 75mm 以下の粗粒土（細れき、中れき、粗れき）をいう。 

３．適用可能な工法のうち経済的な工法を標準とする。 

４．現地調査の結果、当初選定した工法が本表の条件に合わない場合は、工法について設計変更し、必要に応

じて各事業の設計要領や技術指針等により対策を別途考慮すること。 

５．土壌酸度が適応条件から外れる場合には、土壌酸度矯正のための補助工法を別途考慮すること。 

６．各植生工法の吹付用ホース延長について、記載基準を超える場合は、別途協議する。 

６．施工時期を求めるには近隣地区の気象データ（平均値）と現地の外気温を比較考慮し、行うこと。 

７．人工芝を使用する場合は、別紙－２「植生製品適用条件表」を参照のうえ、個々の製品の品質と現場の土

質、土壌に適応することを確認し使用すること。 

８．人工芝を使用する際の施工適期は、施工完了後、日平均気温５℃以上が 60 日間確保されると予想される

時期までとする。 

９．植生工法の判定後に、「吹付用ホース延長を除く適応条件」は植生基材吹付工（土砂系）の基準を満たす

が、「吹付用ホース延長の適応条件」の基準により選択不可となる場合、同等厚の植生基材吹付工（有機質

系）を選択するものとする。 

 
諸基準類の改定に伴う変更 
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（改定後）令和 6 年 10 月版一部改定 （旧）令和６年 10 月版 備考 
表３－３ 植生工法適応条件表                                      別紙－２ 

工法名 人工張芝 植生シート工 
植生マット工 

肥料袋付 

規格 
ポリエチレンネット又はワ

ラ 

標準品（ポリエチレン） 

環境品（分解性樹脂ネッ

ト、間伐材利用） 

肥料袋間隔40cm 

ポリエチレンネット 

 

適 用 土 質 

 

地盤材料の工学的分

類法(JGS 0051-2020)

の中分類名称{中分類

記号}または(小分類

記号)による 

れき質土{GF・GF-S・GFS} 
 
砂質土{SF・SF-G・SFG} 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シルト{M} 
 
粘性土{C} 
 
有機質土{O} 
 
火山灰質粘性土{V} 

れき質土{GF・GF-S・GFS} 
 
砂質土{SF・SF-G・SFG} 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シルト{M} 
 
粘性土{C} 
 
有機質土{O} 
 
火山灰質粘性土{V} 
 

 
 
 
 
砂れき{GS・GS-F} 
 
細粒分まじりれき{GF} 
 
砂{細粒分5～15%のS-F、S-
FG} 

 
れき質砂{細粒分5～15%のS
G-F} 

 
細粒分まじり砂{SF} 
 
シルト{M} 
 
粘性土{C} 
 
有機質土{O} 
 
火山灰質粘性土{V} 
 

土壌硬度 10㎜～20㎜ 10㎜～23㎜未満 10㎜～27㎜未満 

勾配 1.5割以上 1.5割以上 0.8割以上 

有機含有量 3％以上 3％以上 － 

土壌酸度（PH） 
4.0～6.5（Kcl） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（Kcl） 
4.5～7.0（H2O） 

4.0～6.5（Kcl） 
4.5～7.0（H2O） 

リン酸吸収力 

㎎／土砂100㎎ 
1,700以下 1,700以下 1,700以下 

施工適期 
施工完了後、日平均気温5℃
以上が60日間確保されると
予想される時まで。 

施工完了後、日平均気温5℃
以上が60日間確保されると
予想される時まで。 

施工完了後、日平均気温5℃
以上が60日間確保されると
予想される時まで。 

注）１．植生シート工・植生マット工は種子散布工や種子吹付工が施工困難な現場条件の場合や、施工規模を考慮 

し適用出来るものとする。 

２．適用可能な工法のうち経済的な工法を標準とする。 

３．現地調査の結果、当初選定した工法が本表の条件に合わない場合は、工法について設計変更し、必要に応

じて各事業の設計要領や技術指針等により対策を別途考慮すること。 

４．施工時期を求めるには近隣地区の気象データ（平均値）と現地の外気温を比較考慮し、行うこと。 

５．上表の条件によらない場合は、現場条件に応じた植生製品を検討すること。 

  
諸基準類の改定に伴う表の

追加 
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（改定後）令和 6 年 10 月版一部改定 （旧）令和６年 10 月版 備考 
Ⅰ 土木工事共通仕様書（本文） 
第１編 共通編 
第５章 無筋、鉄筋コンクリート 

Ⅰ 土木工事共通仕様書（本文） 
第１編 共通編 
第５章 無筋、鉄筋コンクリート 

 

１－５－６－４ 寒中コンクリート 
１.～14.（略） 

15．（略） 

 

表５－６ 寒中コンクリートの温度制御養生期間 

５℃以上の温度制御

養生と所定の湿潤養

生を行った後の次の

春までに想定される

気象条件 

養生温

度 

セメントの種類 

普通 

ポルトラ

ンド 

早強ポルトランド・ 

普通ポルトランド＋ 

促進剤 

混合セメ

ント B 種 

(1) 厳しい気象条件 
５℃ ９日 ５日 12 日 

10℃ ７日 ４日 ９日 

(2) まれに凍結融解

する程度の気象条件 

５℃ ４日 ３日 ５日 

10℃ ３日 ２日 ４日 

[注]１．水セメント比が 55％の場合の標準的な養生期間を示した。 

水セメント比がこれと異なる場合は増減する。 

２．湿潤養生に保つ養生日数として、１－５－３－８養生に示す期間も満足す

る必要がある。 

３．「(1)しばしば凍結融解を受ける場合」とは、寒冷地の戸外構造物のように、

養生終了後、次の春までに数十回の凍結融解を受けるような場合とする。 

４．「(2)まれに凍結融解を受ける場合」とは、凍結回数が数回程度の比較的温

暖な地方、硬化後間もなく水中埋設、地中埋設など、次の春までにわずかの

期間しか凍結を受けないような場合とする。 

 

１－５－６－４ 寒中コンクリート 
１.～14.（略） 

15．（略） 

 

表５－６ 寒中コンクリートの温度制御養生期間 

５℃以上の温度制御

養生と所定の湿潤養

生を行った後の次の

春までに想定される

凍結融解の頻度 

養生温

度 

セメントの種類 

普通 

ポルトラ

ンド 

早強ポルトランド・ 

普通ポルトランド＋ 

促進剤 

混合セメ

ント B 種 

(1) 厳しい気象条件 
５℃ ９日 ５日 12 日 

10℃ ７日 ４日 ９日 

(2) まれに凍結融解

する程度の気象条件 

５℃ ４日 ３日 ５日 

10℃ ３日 ２日 ４日 

[注]１．水セメント比が 55％の場合の標準的な養生期間を示した。 

水セメント比がこれと異なる場合は増減する。 

２．湿潤養生に保つ養生日数として、１－５－３－８養生に示す期間も満足す

る必要がある。 

３．「(1)しばしば凍結融解を受ける場合」とは、寒冷地の戸外構造物のように、

養生終了後、次の春までに数十回の凍結融解を受けるような場合とする。 

４．「(2)まれに凍結融解を受ける場合」とは、凍結回数が数回程度の比較的温

暖な地方、硬化後間もなく水中埋設、地中埋設など、次の春までにわずかの

期間しか凍結を受けないような場合とする。 

 

 
 

 

 

諸基準類の改定に伴う変更 

 

 



札幌市土木工事共通仕様書 新旧対照表 

9 

 

（改定後）令和 6 年 10 月版一部改定 （旧）令和６年 10 月版 備考 
Ⅰ 土木工事共通仕様書（本文） 
第１編 共通編 
第５章 無筋、鉄筋コンクリート 

Ⅰ 土木工事共通仕様書（本文） 
第１編 共通編 
第５章 無筋、鉄筋コンクリート 

 

 
表５－７ 養生温度を５℃以上に保つのを終了するときに必要な圧縮強度の標準(N/mm2) 

５℃以上の温度制御養生と所

定の湿潤養生を行った後の次

の春までに想定される気象条

件 

断面の大きさ 

薄い場合 普通の場合 厚い場合 

(1) 厳しい気象条件 15 12 10 

(2) まれに凍結融解する程度

の気象条件 
５ ５ ５ 

［注］１．「(1)しばしば凍結融解を受ける場合」とは、寒冷地の戸外構造物のよう

に、養生終了後、次の春までに数十回の凍結融解を受けるような場合とす

る。 

２．「(2)まれに凍結融解を受ける場合」とは、凍結回数が数回程度の比較的温

暖な地方、硬化後間もなく水中埋設、地中埋設など、次の春までにわずかの

期間しか凍結を受けないような場合とする。 

 

 
表５－７ 養生温度を５℃以上に保つのを終了するときに必要な圧縮強度の標準(N/mm2) 

５℃以上の温度制御養生と所

定の湿潤養生を行った後の次

の春までに想定される凍結融

解の頻度 

断面の大きさ 

薄い場合 普通の場合 厚い場合 

(1) しばしば凍結融解を受け

る場合 
15 12 10 

(2) まれに凍結融解を受ける

場合 
５ ５ ５ 

［注］１．「(1)しばしば凍結融解を受ける場合」とは、寒冷地の戸外構造物のよう

に、養生終了後、次の春までに数十回の凍結融解を受けるような場合とす

る。 

２．「(2)まれに凍結融解を受ける場合」とは、凍結回数が数回程度の比較的温

暖な地方、硬化後間もなく水中埋設、地中埋設など、次の春までにわずかの

期間しか凍結を受けないような場合とする。 

 

 

諸基準類の改定に伴う変更 

 
 

１－５－６－６ 海水の作用を受けるコンクリート 
１.（略） 

２．受注者は、設計図書に示す最高潮位から上600mm及び最低潮位から下600mmの間

のコンクリートに水平打継目を設けてはならない。干満差が大きく一回の打上が

り高さが非常に高くなる場合や、その他やむを得ない事情で打継目を設ける必要

がある場合には、工事監督員の承諾を得なければならない。 

３.（略） 

１－５－６－６ 海水の作用を受けるコンクリート 
１.（略） 

２．受注者は、設計図書に示す最高潮位から上600mm及び最低潮位から下600mmの間

のコンクリートに水平打継目を設けてはならない。干満差が大きく一回の打上が

り高さが非常に高くなる場合や、その他やむを得ない事情で打継目を設ける必要

がある場合には、工事監督員の承諾を得なければならない。 

３.（略） 

 
諸基準類の改定に伴う変更 
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（改定後）令和 6 年 10 月版一部改定 （旧）令和６年 10 月版 備考 
Ⅰ 土木工事共通仕様書（本文） 
第５編 道路編 
第７章 照明 

Ⅰ 土木工事共通仕様書（本文） 
第５編 道路編 
第７章 照明 

 

５－７－４－６ 接地 
１．低圧配線の金属管、分電盤（箱）、器具、ポール、ケーブルの接続箱、支持金物

及び保護金物で、使用電圧300Ｖをこえるものは、Ｃ種接地とし、300V以下のもの

はＤ種接地を行わなければならない。 

２．～５．（略） 

 

５－７－４－６ 接地 
１．低圧配線の金属管、分電盤（箱）、器具、ポール、ケーブルの接続箱、支持金物

及び保護金物で、使用電圧300Ｖをこえるものは、特別第３種接地とし、300V以下

のものは第３種接地を行わなければならない。 

２．～５．（略） 

 

 

諸基準類の改定に伴う変更 
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（改定後）令和 6 年 10 月版一部改定 
２ 出来形管理基準 第５編 道路編 第 13 章 道路修繕 
     

道路編・道路修繕 

編 章 節 条 枝
番 

工種 測定項目 

規格値 

測定基準 測定箇所 適用 個々の 

測定値 

(X) 

平均の測定値 

（Ｘ10） 

※面管理の場合は

測定値の平均 

５ 13 ４ ５ ３ オーバーレイ工 
厚さｔ -9 

厚さは40ｍ毎に「現舗装高とオーバーレ

イ後の基準高の差」で算出する。 

測定点は車道中心線、車道端及びその中

心とする。 

幅は、延長80ｍ毎に１ヶ所の割とし、延

長80ｍ未満の場合は、２ヶ所／施工箇所

とする。 

断面状況で、間隔、測点数を変えること

が出来る。 

「３次元計測技術を用いた出来形管理

領（案）」の規定による測点の管理方法を

用いることができる。 
 

 
道
路
編 

道
路
修
繕 

舗
装
修
繕
工 

  

幅ｗ -25 

延長L -100 

平坦性  

３ｍプロフィルメ
ーター（σ） 

2.4mm 以下 
直読式（足付き）

（σ） 

1.75mm以下 

５ 13 ４ ５ ４ オーバーレイ工 

（面管理の場合） 

厚さあるい

は標高較差 
-20 -3 

１．３次元データによる出来形管理にお

いて「３次元計測技術を用いた出来形管

理要領（案）」に基づき出来形管理を実

施する場合、その他本基準に規定する計

測精度・計測密度を満たす計測方法によ

り出来形管理を実施する場合に適用す

る。 

２．個々の計測値の規格値には計測精度

として±４mm が含まれている。 

３．計測は設計幅員の内側全面とし、全

ての点で標高値を算出する。計測密度は

１点／㎡（平面投影面積当たり）以上と

する。 

４．厚さは、施工前の標高値とオーバー

レイ後の標高値との差で算出する。 

５．厚さを標高較差として評価する場合

は、オーバーレイ後の目標高さとオーバ

ーレイ後の標高値との差で算出する。 

  
道
路
編 

道
路
修
繕 

舗
装
修
繕
工 

  

平坦性  

３ｍプロフィルメ
ーター（σ） 

2.4mm 以下 
直読式（足付き）

（σ） 
1.75mm 以下 

  
 

（旧）令和６年 10 月版 

２ 出来形管理基準 第５編 道路編 第 13 章 道路修繕 
     

道路編・道路修繕 

編 章 節 条 枝
番 

工種 測定項目 

規格値 

測定基準 測定箇所 適用 個々の 

測定値 

(X) 

平均の測定値 

（Ｘ10） 

※面管理の場合は

測定値の平均 

５ 13 ４ ５ ３ オーバーレイ工 
厚さｔ -9 

厚さは40ｍ毎に「現舗装高とオーバーレ

イ後の基準高の差」で算出する。 

測定点は車道中心線、車道端及びその中

心とする。 

幅は、延長80ｍ毎に１ヶ所の割とし、延

長80ｍ未満の場合は、２ヶ所／施工箇所

とする。 

断面状況で、間隔、測点数を変えること

が出来る。 

「３次元計測技術を用いた出来形管理領

（案）」の規定による測点の管理方法を用

いることができる。 
 

 
道
路
編 

道
路
修
繕 

舗
装
修
繕
工 

  

幅ｗ -25 

延長L -100 

平坦性  

３ｍプロフィルメ
ーター（σ） 

2.4mm 以下 
直読式（足付き）

（σ） 

1.75mm以下 

５ 13 ４ ５ ３ オーバーレイ工 

（面管理の場合） 

厚さあるい

は標高較差 
-20 -3 

１．３次元データによる出来形管理にお

いて「３次元計測技術を用いた出来形管

理要領（案）」に基づき出来形管理を実

施する場合、その他本基準に規定する計

測精度・計測密度を満たす計測方法によ

り出来形管理を実施する場合に適用す

る。 

２．個々の計測値の規格値には計測精度

として±４mm が含まれている。 

３．計測は設計幅員の内側全面とし、全

ての点で標高値を算出する。計測密度は

１点／㎡（平面投影面積当たり）以上と

する。 

４．厚さは、施工前の標高値とオーバー

レイ後の標高値との差で算出する。 

５．厚さを標高較差として評価する場合

は、オーバーレイ後の目標高さとオーバ

ーレイ後の標高値との差で算出する。 

  

道
路
編 

道
路
修
繕 

舗
装
修
繕
工 

  

平坦性  

３ｍプロフィルメ
ーター（σ） 

2.4mm 以下 
直読式（足付き）

（σ） 
1.75mm 以下 

 

備考 
項目の追加 
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（改定後）令和 6 年 10 月版一部改定 
３ 品質管理基準 P87 品質管理基準（土木）解説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（旧）令和６年 10 月版 

３ 品質管理基準 P87 品質管理基準（土木）解説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

備考 
誤植訂正 
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（改定後）令和 6 年 10 月版一部改定 
３ 品質管理基準 P88 品質管理基準（土木）解説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

（旧）令和 6 年 10 月版 

３ 品質管理基準 P88 品質管理基準（土木）解説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

備考 
フローチャートの追加、誤植訂正 

 


